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研究成果の概要（和文）：　本研究においては、日本国内の琉球列島の太陽信仰、西日本の降星伝説を中心に調
査を行った。海外ではオセアニアおよび中米の資料を遺跡の踏査によって行うことによって、人類集団が従来も
っていた天体に関する知識を改めて「ネオ・サイエンス」として捉え直す試みを行った。　
　また本科研の成果は移動式プラネタリウムを使ったイベント「星空人類学」にて、ポリネシアや中南米先住民
の星座にまつわる生活の知恵や神話などをプラネタリムの中で投影し市民に紹介した。
　このようにして本科研は学術的な資料の収集、国内外での学術成果の発表、さらに一般市民への還元という形
で、新しい民俗科学のあり方を実践した。

研究成果の概要（英文）：    This project aims to integrate astronomy and anthropology, for the 
purpose of establishing a new field "neo-science." In particular, we have studied cultural astronomy
 of Ryukyu Islands and Western Japan. Also we have studies those of Oceania and Middle America. As a
 result, we have re-redefined indigenous astronomy as "neo-science." 
    In particular, we have practice a planetarium show in which indigenous starlore of Inuit, 
Polynesians, and the Inkas was presented to the citizens. 
    In this project, we have explored the possibility to present anthropological study not only for 
academic world but also citizens. 

研究分野： 文化人類学

キーワード： 天文学　人類学　ネオ・サイエンス
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１．研究開始当初の背景 
  本研究は世界各地の人類集団が持ってい
た天文現象に関する実践的知識と伝承を、そ
れぞれの地域や文化伝統の中で形成された
時空間認識の枠組みの基本と考える立場に
立っている。さらにそのような知識を過去の
ものとして単に記録するのではなく、現代社
会に役立てるために必要なことは何かを考
えたことが研究の背景である。 
 
２．研究の目的 
  本研究はエスノサイエンス（民族知）とサ
イエンス（科学）のコラボレーションを通じ
た新たな知のあり方を追究することを目的
としている。天文知識のような人類の英知の
アーカイブであるエスノサイエンスとサイ
エンスを統合することは、時代の要請と言え
る。 
 すでにオセアニアにおいては、文化復興と
してのカヌールネサンスが各地で勃興して
いるが、その背景には、プラネタリウムをは
じめとした科学技術を伝統的航海士が活用
することで、逆に天体の運行を利用した伝統
的航海術の価値の再発見につながったとい
う事情があった。本研究ではこうした事例を
参照しつつ、これまで別個の学問とされた人
類学と天文学のコラボレーションによる新
たな知のあり方を模索し、その実践例として、
プラネタリウムを活用した天文人類学の教
育プログラムを作成することを目的とした。 
  具体的事例としてオセアニアの伝統航海
術をあげると、本研究は従来のような「伝統」
航海術の学術調査ではない。そうではなくサ
イエンスのフィルターを通して再構築され
てきた現代の航海術がオセアニアの住民中
にどのように現代的な文脈で伝授・教育され
てきているのかをカヌールネサンスと関連
させて実証的に捉えることを目標としてい
る。  
 さらにそのような自然を読む知識、とくに
星座による航海術や季節・天候を予測する方
法は日本の古代や琉球列島あるいやアイヌ
民族の民俗知識として存在していたので、そ
れを再発掘した上で天文学という科学のフ
ィルターを通して明示化し、そして最終的に
はプラネタリウムや博物館展示などを通し
て教育コンテンツとして社会に還元する試
みを行った。 
 
３．研究の方法 
  (1). ミクロネシア連邦・カロリン諸島の航
海術を基にハワイで自然科学者の助力をえ
て実践されてきた「伝統的」航海術をネオ・
エスノサイエンスとしてとらえ、それがどの
ように教育に応用されているのかを知るた
め、航海術の教育を軸とした文化・教育活動
に参加する。まずハワイのポリネシア航海協
会の活動拠点ハワイ島ヒロ市のイミロア天
文センターやホノルル市ビショップ博物館
における航海術教室やプラネタリウム投影

に参加する。さらにハワイの教育方法を移植
し、カロリン諸島の航海士を講師にして実践
活動を行ってきたグアムの NPO 法人 TASI 
(Tradition About Seafaring Islands)および
TASA (Tradition Affirming our Seafaring 
Ancestry)などの関係者に面談し実践を参与
観察した。 
 
  (2). 日本において天文と文化活動との関
連を再点検するため申請者と連携研究者が
2010 年〜2011 年まで奈良県立万葉古代学研
究所にて実施した共同研究「万葉の深層を探
るエスノアルケオロジー的研究」の成果をさ
らに発展させた。申請者は遺跡の構造が天文
現象と関連するという天文考古学と、天体に
関する知識が航海術や季節・天候の予測など
に役立つという天文民族学を統合した天文
人類学の必要性を提唱したが、同論集で大西
は奄美における自然景観、石村は日本古代瀬
戸内海における航海法と遺跡立地を論じ、角
南は沖縄の墓域の問題を論じている。 
 本研究では海岸に存在する遺跡や周辺地
形からの空の眺望（スカイスケープ）、そし
て太陽や天体との関係を実地の観察と PC 上
のシミュレーションによって解析した。また
琉球列島では季節を知るためプレアデス星
団を観察した星見石などのモニュメント、波
照間島に伝わる「星図」、多良間島の「星見
様」などの民俗資料を中心に季節や天候との
関係を解析する。 
 また太陽信仰が明白な琉球王朝の成立を
解明するためにグスク時代のグスクの調査、
とくに城門と太陽の出現方位との関係、さら
には久米島の太陽石の調査を夏至や冬至の
日に現地において行った。 
 
  (3). 最終目標として(1)と(2)を総合し、ミク
ロネシアおよび琉球列島を対象とした天文
人類学的プログラムを製作した。開発では天
文現象について国立天文台の天文学者およ
び五藤光学の専門家から随時助言を得た。そ
してそれを海洋文化館プラネタリウムない
し五藤光学社製の移動型プラネタリウム(業
務用プラネタリウム GS 型改造版)において
市民や学生向けに発表した。 
 
４．研究成果 
 本研究の独創的な点は人類学者が率先し
てプラネタリウムのコンテンツを制作する
ことによって、人類学とサイエンスの橋渡し
を実践することである。 
 本研究では現地調査によるコンテンツ素
材の収集とこれまでの天文イベントの実践
経験を活かして、日本古代や琉球列島を素材
とした天文人類学のプラネタリウム/コンテ
ンツを人類学者主導で実際に制作すること
を目標とする点が斬新であった。 
  琉球列島を対象に古代や歴史時代の遺跡
の立地と天文現象や風向、海流との関係を探
り（石村、大西）、また自然景観、遺跡やモ
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ニュメントと天文現象との関連性に関する
調査を行った（後藤、角南）。 
 日本列島、とくに琉球列島の太陽信仰、西
日本の降星伝説を中心にコンテンツを集め
てきた（後藤 2015）。さらに海外ではハワイ、
グアム、メキシコ（テオティワカン、マヤな
ど）の関連する遺跡や史跡をおとずれ写真撮
影などを行うほか、ハワイではイミロア天文
セ ン タ ー に て ハ ワ イ の 在 地 天 文 学
(indigenous astronomy)の研究と表現につい
て学ぶと同時に、イミロア天文センター・プ
ラネタリウムでは日本の星文化についての
一時間ほどの英語の講演を行った。 
 その成果は代表者の勤務校で行われた「星
空人類学」で 2014、2015、および 2016 年と
三回にわたって社会発信することができた。 
 このように本研究では日本列島の多様な
天文現象と生活との関係を整理・再検討した
上で、日本列島に住む人類にとって空や天文
現象の持つ意味について実感できるような
プラネタリウムのプログラウムを試作する
こができたことがもっとも大きな成果であ
る。 
 日本列島は南北と同時に東西にも長い。そ
のために地方によって太陽や星の見える時
間や見え方が大きく異なる。まず緯度によっ
て見える星座が異なる。たとえば日本人にも
もっとも親しみのある北斗七星は、本州以南
では北極星は季節によって沈む星になるが、
北海道では北斗七星は周極星（沈まず、北極
星の周りを回る星）となる。そのため北海道
アイヌの人々は北斗七星を熊祭（イオマン
テ）のときに丸くなって踊る女性の意味でウ
ポポと呼ぶ。一方、沖縄八重山では南十字の
上 3 星が見え、またプレアデスが天頂を通る
（民話「むりかぶし[群星＝プレアデス]ゆん
た」に表現される）が、沖縄以北でこれはあ
りありえない。 
 本研究ではこのような北海道アイヌ民族
の天文知識に関する予備調査も行うことで
できて、今後は日本列島に存在した豊かな天
文文化に関して学術論文だけではなく、プラ
ネタリウム・プログラムや博物館展示を通し
て社会に還元する基礎作業ができたと言え
る。 
 本研究の最終的な成果として代表者後藤 
明が著作『天文の考古学』を公刊することが
できた。さらに本助成金の継続たる助成金
『人類学的知の表現空間としてのプラネタ
リウム：日本列島におけるスカイロアの多様
性』が平成２９年度よりスタートし、さらに
研究とその社会還元を発展させていくこと
ができるであろう。 
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